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 島内における動物の移動
 河川を移動する動物
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　魚類や甲殻類（カニ・エビ）の仲間には、海・川・陸をうまく使い分けているものがいます。

ここでは、海から淡水域、さらには陸域へも生活の場を広げたものの、海との関わりを

断ち切れなかった動物や、完全に海との関係を断ち切った動物たちの特徴を探ろう。

１．魚類や甲殻類の島内における移動について、下の問に答えよう。

　１）図中Aのように海と川をまたぐ移動をするものと、Bのように移動するものを何と

　　呼ぶか記入しよう。また、それぞれの回遊型について、該当する展示標本の種名をあげよう。

A（　　　　）回遊型（５種類）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

B（　　　　）回遊型（３種類）

　２）「淡水」で産卵するものと、「海水」で産卵するものでは、卵の大きさはどちらが大

　　きく、　一方、卵数はどちらが多いか記入しよう。

　　　　　　　　卵が大きい（　　　　　　　）・卵数が多い（　　　　　　　　）
　３）魚類や甲殻類の仔にとって、海のほうが天敵の多い環境です。餌条件についてはど

　　うか記入しよう。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．繁殖時期以外は比較的内陸部で生活し、繁殖時期だけ海にやってくる動物を３種、展

　示資料か、パネルの中から選んで記入しよう。

（　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　類）

　リュウキュウアユは奄美・沖縄諸島の淡水魚です。沖縄島では 1970 年代まで、北部の河川に生息していま

した。しかし、復帰後の乱開発のために 1978 年に採集されたのを最後に、沖縄島では絶滅してしまいました。

現在北部にいるリュウキュウアユは、奄美大島から移入されたものの子

孫で、真の意味で、沖縄島のリュウキュウアユがもどったとはいえません。

＜二度ともどらない、沖縄のリュウキュウアユ＞
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 季節移動する鳥類
 渡り鳥の飛来地：干潟の重要性1２
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１．鳥類の移動について、以下の問に答えよう。

　１）下図はサシバが繁殖を終えたあと、いくつかの地点で休息をとりながら渡るルート

　　を矢印で示したものです。図中の休息地点①、②の地名を記入しよう。

　　①（　　　　　　　　　　　　）
　　②（　　　　　　　　　　　　）

　飛翔によって長距離を移動できる鳥類の多くは、越冬や繁殖のための渡りをします。

南北に長く、温暖な琉球列島の島々は、多くの鳥類の渡りの中継地や越冬地であるため、

一年を通すと、400 種以上もの鳥類が記録されています。

　２）渡り鳥は複数の国をまたいで渡

るため、一つの国がいくら保護し

ても、ほかの国の環境条件が悪け

れば絶滅する可能性があります。

そこで、多くの鳥が渡りの中継地

や越冬地として集まる干潟を保全

するために制定された条約名を記

入しよう。

　　（　　　　　　　　　　　）条約
　３）サシバは、沖縄では「旅鳥」で

すが、多くの水鳥は沖縄の干潟な

どで越冬します。このような鳥は、

生息区分では何鳥と呼ぶか記入し

よう。

　　（　　　　　　　　　　　　）
参考：沖縄県内のラムサール条約登録地（2009 年現在）

　漫湖干潟（那覇市）

　名蔵アンパル干潟（石垣市）

　慶良間諸島海域（渡嘉敷村・座間味村）

　久米島の渓流・干潟（久米島町）
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